
石
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
た
ん
ぽ
ぽ
は
う
す
」

に
つ
い
て

問　

今
年
度
か
ら
使
え
な

く
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
石
部
保
育
園
の
保
育

室
に
利
用
し
ま
す
。

問　

今
後
の
親
子
サ
ー
ク

ル
の
活
動
場
所
は
。

答
　
活
動
内
容
を
聞
い
て

市
内
の
施
設
を
使
っ
て
も

ら
う
予
定
で
す
。

問　

今
後
も
た
ん
ぽ
ぽ
は

う
す
は
使
え
な
い
の
か
。

答
　
来
年
度
に
は
使
え
る

よ
う
に
し
ま
す
。

問　

２
名
い
た
職
員
は
。

答
　
退
職
さ
れ
、
現
在
、

欠
員
で
募
集
中
で
す
。

問　

働
き
や
す
い
条
件
へ

の
見
直
し
は
。

答
　
今
後
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役

割
に
つ
い
て

問　

行
政
の
役
割
と
は
。

答
　
ア
ド
バ
イ
ス
や
関
連

部
署
と
の
連
携
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に

幹
部
職
員
を
各
ま
ち
協
の

担
当
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

問　

「
充
て
職
」
に
は
な
ら

な
い
か
。

答
　
行
政
と
各
ま
ち
協
と

の
協
働
に
よ
る
課
題
解
決

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

問　

ま
ち
協
と
区
・
自
治

会
の
役
割
は
。
例
え
ば
防

災
面
で
は
。

答
　
両
組
織
の
会
合
で
説

明
し
て
い
ま
す
。
役
割
分

担
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
所

に
は
他
市
の
事
例
も
参
考

に
し
て
も
ら
い
ま
す
。

問　

国
民
健
康
保
険
の
都

道
府
県
化
で
、
県
下
の
保

険
料
（
税
）
率
の
統
一
化
の

見
解
は
。

答
　
県
全
体
で
「
被
保
険

者
の
負
担
の
公
平
化
」「
保

険
料
水
準
の
統
一
」
は
、

制
度
の
理
解
を
得
ら
れ
や

す
く
な
る
と
の
見
解
で
す
。

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
充

実
を

問　

利
用
し
て
い
る
薬
局

に
自
分
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
れ

る
手
立
て
が
出
来
な
い
か
。

答
　
門
前
の
薬
局
に
取
り

に
行
け
な
い
事
情
が
あ
る

方
は
、
薬
剤
師
が
処
方
箋

を
受
け
取
り
診
療
所
内
に

届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
さ
れ

て
い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
置
き

ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て

問　

中
学
卒
業
ま
で
の
通

院
医
療
費
を
助
成
す
る
こ

と
の
検
討
は
。

答
　
国
や
県
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
で
す
。
本
市
の

厳
し
い
財
政
状
況
で
の
財

源
確
保
を
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
が
必
要
で
す
。

石
部
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
芝
生
化
に
つ
い
て

問　

芝
生
化
の
目
的
と
他

校
の
芝
生
化
へ
の
考
え
は
。

答
　
目
的
は
、
児
童
生
徒

の
運
動
中
の
ケ
ガ
防
止
や

運
動
機
能
、
体
力
向
上
で

あ
り
、
近
隣
民
家
へ
の
砂

塵
飛
散
防
止
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。
地
域
の
方
々

に
管
理
、
使
用
し
て
い
た

だ
き
、
児
童
生
徒
、
周
辺

環
境
の
影
響
を
検
証
し
て

い
く
こ
と
が
、
今
後
、
他

校
へ
の
検
討
課
題
で
す
。

安心して
「医療・介護」にかかれるために

たんぽぽはうすの今後と
まち協の役割は

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

無所属の会　市民の力●藤川　みゆき 議員

■ 

石
部
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

の
芝
生
苗
の
植
え
つ
け

■ 

石
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
た
ん
ぽ
ぽ
は
う
す
」
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